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第１章 足立区総合交通計画の概要 

１．足立区総合交通計画改定の背景 

（１）社会情勢や交通を取り巻く環境の変化 

足立区の交通環境は、つくばエクスプレスと日暮里・舎人ライナー

の開業、コミュニティバスの 12 路線開設、都市計画道路や駅前広場

の整備等により、大きく向上しました。 

一方で足立区の人口構成をみると、平成 31 年１月時点、高齢化率

が 23 区内で２番目に高く、生産年齢人口の割合は最下位となってい

ます。そのため、高齢者の移動手段の確保が求められる中、利用者の

減少や運転手の不足等により、交通事業者のみの力だけでは、全ての

バス路線を維持することが厳しい状況となっています。 

そのため今後は、行政、事業者、区民が一体となって、高齢者をは

じめとする多様な人々の移動実態に即した交通環境を整えるとともに、

交通手段を持続的に確保していくことが求められています。 

 

（２）上位計画との整合性 

ア 基本構想、基本計画 

平成 28 年度に「基本構想」「基本計画」を策定し、区の目指すべ

き将来像とその実現に向けた区政の目標や基本的な考え方を定めま

した。 

そのため、この度の総合交通計画（以下本文中は「本計画」とする）

の改定にあたっては、それらとの整合性を図り、基本構想で示した

30 年後を目標とする足立区の将来像である「協創力でつくる 活力

にあふれ 進化し続ける ひと・まち 足立」と、基本計画の柱の１

つである「地域の個性を活かした都市基盤が整備されたまち」の実現

に資する計画としてとりまとめます。 

 

イ 都市計画マスタープラン 

  まちづくりを進める上で、区の最上位計画である「都市計画マスタ

ープラン」を平成 29 年度に改定し、新たなまちの目指すべき姿を定

めました。本計画は、まちづくりのテーマの一つである「交通・交流

拠点の整備による魅力あるまちづくり」の実現に資する計画としてと

りまとめます。  
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（３）エリアデザインによる新たな取り組み 

区内７箇所（「綾瀬・北綾瀬」「六町」「江北」「花畑」「千住」「西新

井・梅島」「竹の塚」）においてエリアデザイン計画を進めています。 

この取り組みにより、令和３年度に、江北に大学病院、花畑へは大

学が進出します。また、平成 31 年３月からは北綾瀬駅から代々木上

原方面への千代田線の直通運転がスタートするなど、まちづくりの核

となる施策が順調に進むこの機を捉えて、交通の利便性を向上させ、

にぎわいにつなげる計画の検討が迫られています。 

 

（４）足立区総合交通計画に基づく取り組み成果と課題 

足立区は、平成 23 年 12 月に「足立区総合交通計画」を策定し、

きめこまかな交通サービスの実現を目指して交通施策に取り組んで

きました。 

計画策定から約７年が経過し、概ね５年を実現目標時期と定めた短

期 28 施策中 16 施策が実現する一方で、残り 12 施策は実現に至っ

ていません。 

計画の改定にあたっては、区民の移動に対する要望の多様化などを

考慮し、より一層実効性、実現性が高い計画への改定が必要となって

います。  
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２．総合交通計画の位置づけ 

本計画は、「足立区基本計画」に示された分野別計画であり、徒歩、自転

車、自動車、公共交通などすべての移動手段を対象とした総合的な交通計

画として、目指すべき姿や目標を定め、それを実現するために必要な施策

の推進を図るものです。 

 

【図１－１ 総合交通計画の位置づけ】 

 

 

※エリアデザイン：「綾瀬・北綾瀬」「六町」「江北」「花畑」「千住」「西新井・梅島」「竹の

塚」の７つのエリアを対象に、まちの特徴・魅力や求めるべき将来像

などを定め、区内外に広く発信することで、民間活力を誘導しながら

区有地などの活用を図り、さらなるイメージアップにつなげるもので

ある。  
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３．総合交通計画の計画期間と対象地域 

（１）計画期間 

本計画は、令和元年度から、概ね 10 年間の計画とします。 

なお、上位計画である「足立区基本計画」「足立区都市計画マスター

プラン」の改定後、その内容を踏まえ、必要に応じて見直しを行います。 

また、実施時期を概ね５年と位置づける短期事業終了後にあたる令和

６年度に中間検証を行います。それ以降は必要に応じて中・長期事業の

見直しを行います。 

 

【図１－２ 計画期間】 

 

（２）対象地域 

対象地域は、足立区全域とします。ただし、施策効果が広範囲に及ぶ

ような広域的な施策については、周辺区及び関係機関と連携を図り実施

します。 

「足立区都市計画マスタープラン」の地域区分と整合を図るため、区

内の骨格をなす主要幹線道路である国道４号線、環状七号線、主要な水

と緑の軸である荒川で区分した5地域30地区を地域区分として設定し

ました。今後、地区を特定して実施する施策については、この地域区分

をベースとして検討を行い、推進していきます。なお、５地域 30 地区

の詳細については、次ページのとおりです（図１－３）。  

和暦 平成29 平成30 令和元 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7 令和8 令和9 令和10 令和11 令和12 令和13
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        【図１－３ 地域区分図（５地域 30 地区）】 
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